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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

C O N T E N T S
子育て・教育
●子どもの睡眠についての取り組みは
		  秋葉富士子　P13
●町内の小学校英語教育の現状と課題は 
●町内小学校の登下校の現状と課題は
		  前田　明弘　P13
●不登校支援の充実を	 北野　興地　P14
●不登校児童生徒の学びの支援は
		  赤川　操恵　P16
●不登校児童・生徒に温かい支援を
		  山下　享司　P17

くらし
●石浜・生路にも資源ごみステーションを！　
		  間瀬　元明　P14
●ごみステーションの環境改善と家庭系ごみ
	 の減量目標達成を	 赤川　操恵　P16
●ジャンボタニシの駆除とコメ収穫被害 

救済補助を	 山田　眞悟　P18
●資源ごみ盗難防止対策は	 大川　　晃　P18

その他
●非核・平和都市として理念継承と平和行政
	 の推進を	
●超過勤務時間解消に向けた取り組み
	 の進捗状況は
●ハラスメントの根絶と未然防止で
	 住民サービス向上を	 杉下久仁子　P15
●町施設の管理運営と指定管理者制度の活用を
●町職員の適正な労働時間管理と
	 メンタルヘルス対策は	 森　　靖広　P15
●副首都法は歓迎できるものか	
●町長の政策指針「東浦町をアップデート！
	 ～ここから、未来へ～ ロードマップ」
	 の進展は順調か	 山田　眞悟　P18

まちづくり
●大人気の於大公園！東浦っ子を優先に
●早く開通して藤江線！	 間瀬　元明　P14
●名古屋半田線、知多刈谷線の道路工事の現況は！	

	 間瀬　宗則　P16
●まちづくりで都市基盤整備に求められるものは	

	 久松　純志　P17
●主要地方道「名古屋碧南線」橋梁架け替え工事

の進捗は	 山下　享司　P17

安全・安心
●大規模災害に備えて	 秋葉富士子　P13
●町民の命を守る防災対策を
		  北野　興地　P14
●住民参加による「災害時電源ネットワーク
	 づくり」の推進を！	 間瀬　宗則　P16

健康・福祉
●高齢者エアコン設置補助事業の拡充を
		  大川　　晃　P18

町政を問う！
９月４日・7日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄につい
て、議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わ
る内容はありますか？

16人中12人が登壇

スマートフォンやパソコンから
ご自宅でも議会の様子をリア
ルタイムでご覧いただけます。
身近な町政を知る機会として
ぜひお気軽にご覧ください。

YouTube にて議会映像 配信中！LIVE
定例会・委員会も
ライブ中継します！

また、各議員の記事に掲載の二次元コードを読み込むと、
その議員の一般質問の様子を動画でご覧いただけます。
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乳
幼
児
期
の
睡
眠
に
つ
い
て
の
本

町
の
取
り
組
み
は
。

妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
に
か
け
て

乳
幼
児
の
睡
眠
を
含
め
た
生
活
習
慣
の

形
成
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
妊
婦
訪
問
、
出
産
後
の
電
話

相
談
、
訪
問
等
で
新
生
児
の
睡
眠
の
特

性
と
発
達
段
階
に
応
じ
た
睡
眠
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
は
、
保
健
師

等
の
専
門
職
が
乳
幼
児
の
発
育
・
発
達

状
況
の
確
認
と
と
も
に
、
適
切
な
睡
眠

環
境
や
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
相
談
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
に
備
え
て

上
下
水
道
の
寸
断
・
停
電
時
に
簡

易
ト
イ
レ
の
備
蓄
活
用
を
更
に
広

く
住
民
に
啓
発
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
、
見
解
は
。

引
き
続
き
、
町
広
報
紙
、
防
災
訓

練
等
で
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
啓
発
し
、
町
全
体
の
防
災
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

QAQA

前前
ま え だま え だ

田田　　明明
あきひろあきひろ

弘弘
議員議員

秋秋
あ き ばあ き ば

葉葉富富
ふ じ こふ じ こ

士子士子
議員議員

愛
知
県
が
委
託
事
業
と
し
て
実
施

し
た「
睡
眠
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
内

容
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
報
告
し
た「
睡

眠
教
育
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」を
小
中

学
生
の
睡
眠
の
取
り
組
み
に
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

本
町
の
取
り
組
み
に
有
用
な
教
材

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
養
護
教
諭
部
会
等
を
通
じ
て
各
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
参
考
資
料
と
し
て
活

用
を
推
進
し
て
い
く
。
併
せ
て
学
校
と

家
庭
が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
き
、
必
要
に
応
じ
て
保
健
・
福
祉

分
野
の
関
係
部
署
と
も
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QA

小
学
校
３・４
年
生
に
お
け
る
英
語

指
導
は
。

教
科
で
は
な
く
外
国
語
活
動
と
し

て
教
育
課
程
に
位
置
付
け
ら
れ
、
目
標

は
音
声
や
基
本
的
な
表
現
に
慣
れ
親
し

む
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素

地
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。

小
学
校
５・６
年
生
に
お
け
る
英
語

指
導
は
。

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
学
校
で
の

英
語
教
育
を
見
据
え
て
、
聞
く
こ
と
、

話
す
こ
と
に
加
え
て
、
読
む
こ
と
や
書

く
こ
と
の
活
動
も
本
格
的
に
取
り
入
れ

QAQA

て
い
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
動
の
方
向
性
は
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
外
国
語
指
導
助
手
の

こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
７
校
へ
２
名
、

中
学
校
３
校
へ
１
名
派
遣
し
て
い
る
。

各
校
を
巡
回
し
て
指
導
や
授
業
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
生
き
た
英
語
の
音
声

や
異
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
主
な
活
動
の
方
向
性
と
し
て
い
る
。

　
授
業
内
外
を
通
じ
て
児
童
生
徒
と
交

流
し
、
自
分
の
英
語
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
通
じ

た
と
い
う
実
感
や
達
成
感
を
得
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

小
学
校
の
登
下
校
の
現
状
と
課
題

個
別
登
校
に
切
り
替
え
る
考
え
は
。

集
団
登
校
の
持
つ
交
通
安
全
や
防

犯
上
の
意
義
を
保
護
者
に
十
分
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
学
校
や
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
対
応
を
模
索
し
な
が
ら
、

児
童
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

QAQA

取
組
に
有
用
な
教
材
の
一
つ
で
あ
る

A 「
睡
眠
教
育
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」活
用

Q

効
果
的
な
授
業
の
進
め
方
や
指
導
法

A 小
学
校
英
語
教
育
の

現
状
と
課
題
は

Q

▲小学校の英語教材

二次元コード

▲あいち健康の森健康科学総合センター
　あいち健康プラザ　　　　　　　　　
　睡眠教育サポートブック　　　　　　
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北北
き た のき た の

野野　　興興
こ う じこ う じ

地地
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　元元
もとあきもとあき

明明
議員議員

「
お
も
し
ろ
サ
イ
ク
ル
広
場
」の
混

雑
状
況
、
町
内
町
外
で
利
用
料
金

を
区
分
す
る
考
え
は
。

待
た
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
運
用

方
法
に
つ
い
て
委
託
事
業
者
を
含
め
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。
有
料
施
設
の
料

金
を
区
分
す
る
考
え
は
な
い
。

「
ふ
ん
す
い
ひ
ろ
ば
」は
、子
ど
も
の

水
遊
び
場
と
し
て
貴
重
な
た
め
、よ

り
多
く
稼
働
し
て
ほ
し
い
が
見
解
は
。

現
在
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
と
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
実
態
や
気
候
等
の

状
況
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
判
断
す
る
。

石
浜
・
生
路
に
も 

資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
！

石
浜
・
生
路
地
区
に
設
置
さ
れ
て

QAQAQ

い
な
い
が
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
必

ず
し
も
場
所
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
公
平

性
を
欠
く
と
は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
の
声
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
見
解
か
。

町
の
窓
口
等
に
、
場
所
を
増
や
す

こ
と
の
意
見
・
要
望
は
な
い
。

石
浜
・
生
路
地
区
へ
常
時
出
す
こ

と
が
で
き
る
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
を
要
望
す
る
。

地
区
と
し
て
拠
点
回
収
場
所
の
設

置
は
希
望
さ
れ
て
い
な
い
。

早
く
開
通
し
て
藤
江
線
！

国
道
３
６
６
号
と
国
道
３
６
６
号

バ
イ
パ
ス
を
つ
な
ぐ
道
路
は
、
利

便
性
向
上
の
た
め
開
通
が
望
ま
れ

る
が
。

現
時
点
で
は
、
優
先
度
が
高
い
国

道
３
６
６
号
か
ら
町
道
藤
江
25
号
線
ま

で
の
区
間
を
整
備
す
る
計
画
。

AQAQAQA

町
民
へ
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

（
日
常
備
蓄
）の
普
及
と
習
慣
化
へ

の
啓
発
、
日
常
の
買
物
の
延
長
線

上
で
行
う
備
蓄
、
地
域
店
舗
と
の

連
携
は
。

防
災
マ
ッ
プ
や
町
広
報
紙
等
の
活

用
と
例
年
10
月
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
浦

の
防
災
フ
ェ
ス
で
の
啓
発
、
11
月
開
催

の
町
総
合
防
災
訓
練
で
は
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
②
に
適
し
た
商
品
等
を
紹
介

予
定
。

　
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
と
災
害

時
物
資
調
達
の
協
定
に
お
い
て
、
災
害

時
の
食
料
品
等
、
物
資
の
支
援
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
５
月
か
ら
車
中
泊
避
難

場
所
と
な
っ
た「
高
根
中
央
公
園
」へ

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
。

下
水
道
管
等
の
被
災
で
使
用
で
き

QAQA

な
く
な
る
可
能
性
や
多
額
な
整
備
費
用

を
か
け
る
よ
り
、
簡
易
ト
イ
レ
や
仮
設

ト
イ
レ
等
で
対
応
可
能
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
川
新
田
地
区
な
ど
か
ら
設
置
要

望
の
屋
外
拡
声
子
局
の
拡
充
は
。

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局

は
津
波
や
高
波
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
浸

水
想
定
区
域
を
中
心
に
設
置
。
津
波
等

浸
水
想
定
の
な
い
同
地
区
へ
の
増
設
計

画
は
な
い
。

不
登
校
支
援
の
充
実
を

約
20
人
に
1
人
が
不
登
校
と
な
っ

て
い
る
。
不
登
校
支
援
を
教
育
行

政
だ
け
で
な
く
、
福
祉
・
子
育
て

支
援
を
含
め
た
町
全
体
の
重
要
施

策
と
す
る
考
え
は
。

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や

思
い
を
受
け
止
め
、
学
校
、
家
庭
、
関

係
部
署
関
係
機
関
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ
る
。

　
対
話
と
対
面
交
流
を
基
盤
と
し
た
多

様
な
学
び
の
機
会
を
確
保
し
、
不
登
校

支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

QAQA

相
互
利
用
協
定
で
他
住
民
と
同
様
の
金
額

A 於
大
公
園
！

東
浦
っ
子
優
先
に

Q

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
①
の
視
点
で
取
組
む

A 町
民
の
命
を
守
る

防
災
対
策
を

Q

①フェーズフリー…「日常時」と「非常時」の区別（フェーズ）をなくし（フリー）、普段の生活で便利なモノやサービスを災害時にも役立てる新しい防災の概念
②ローリングストック…日常備蓄。日常の食品や日用品を多めに買い、使った分を買い足すことで、常に一定の備蓄を保つ方法

語句
説明

於大公園
案内板

 

駐車場

しもひるもいけ

下蛭藻池

遊具広場

オニバス池

展望エントランス

ハナモモの丘

プレーパーク

梅見の丘

菖蒲園
薬草園

ハーブ園

待合小屋

大楠

竹林

桜見の丘

芝生広場

水辺デッキ

緒川城主三代の墓

階段があります
すれ違いが
できないくらいの
細い道です

役場の駐車場まで
徒歩 3分

公園管理事務所
このはな館

マレットゴルフ場
東浦町役場
職員駐車場

東浦町役場

大池

バラ園

藤棚

中池

おもしろ
サイクル広場

ふれあい
ファミリー広場

健康遊具

（6～12歳）（6～12歳）

幼児用遊具
（６歳未満）
幼児用遊具
（６歳未満）

水遊び場水遊び場
バーベキュー広場　　要予約

於大公園西

東浦役場前

濁池西

緒川小南

猪伏釜

→刈谷

緒川小学校南

東浦町役場

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

▲於大公園

▲防災マップ
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森森
もりもり

　　　　靖靖
やすひろやすひろ

広広
議員議員

杉杉
すぎしたすぎした

下下久久
く に こく に こ

仁子仁子
議員議員

潜
在
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
放
置

す
れ
ば
、
職
員
が
安
心
し
て
業
務

に
向
き
合
え
ず
、
結
果
と
し
て
住

民
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が

あ
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た

め
に
も
、
全
職
員
対
象
に
実
態
把

握
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
の
決
断
を
伺
う
。

人
事
課
内
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

窓
口
の
設
置
等
を
行
い
、
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
内
容
に
応
じ
て
弁
護

士
に
相
談
し
、
公
平
で
透
明
性
の
あ
る

対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
管
理
職
を
含
む
全
職
員
を
対

象
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
対
策
を
進
め
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
必
要
と
考
え

て
い
な
い
が
、
必
要
な
改
善
が
あ
れ
ば

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

超
過
勤
務
時
間
解
消
の

取
り
組
み
状
況
は

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導

入
検
討
状
況
を
伺
う
。

QAQ

部
署
に
よ
り
運
用
の
調
整
が
難
し

い
面
も
あ
り
、
制
度
の
導
入
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
令
和
８
年
７
月
か
ら
夜

間
や
土
・
日
・
祝
日
の
職
員
の
業
務
用

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
制
限
措
置
を
開
始
し
、

約
11
時
間
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を

確
保
で
き
る
状
況
に
な
る
。

非
核
・
平
和
都
市
と
し
て
の 

理
念
継
承

町
が
非
核
・
平
和
宣
言
に
込
め
た

決
意
を
ど
の
よ
う
に
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

役
場
ロ
ビ
ー
等
で
非
核
・
平
和
パ

ネ
ル
展
を
開
催
す
る
等
の
事
業
を
通
じ

て
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。

AQA

過
去
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
提
案
後
、庁
内
で
ど
の
よ

う
な
調
査
や
検
討
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、当
時
の
答
弁
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
対
す
る
町
の
認

識
や
考
え
方
に
変
化
が
あ
る
の
か
。

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
で
の
提

案
を
契
機
と
し
て
、
近
隣
市
町
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
指
定
管
理
を
受
託
す
る

複
数
の
事
業
者
に
対
し
、
改
め
て
調
査

を
実
施
し
た
。

　
本
町
の
現
在
の
利
用
状
況
お
よ
び
管

理
運
営
に
係
る
経
費
等
の
諸
条
件
を
総

合
的
に
勘
案
す
る
と
採
算
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
い
旨
の
回
答
で
あ
っ
た
。

QA

　
制
度
活
用
の
基
本
的
な
考
え
方
は
変

わ
ら
な
い
が
、
現
時
点
で
導
入
は
難
し

い
。公

共
施
設
再
配
置
の
進
捗
を
踏
ま
え
、

管
理
運
営
の
基
本
的
な
方
向
性
を 

ど
の
段
階
ま
で
に
決
定
す
る
考
え
か
。

民
間
事
業
者
の
参
入
意
向
や
提
案

内
容
の
把
握
に
つ
い
て
は
基
本
計
画
の

検
討
段
階
で
、
民
間
事
業
者
へ
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
予
定
。

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
強
制
的
に
シ
ャッ

ト
ダ
ウ
ン
す
る
取
り
組
み
の
開
始
時

期
は
。ま
た
、業
務
の
優
先
順
位
の
付

け
方
、仕
事
の
進
め
方
や
業
務
分
担
、

職
場
全
体
の
働
き
方
の
見
直
し
は
。

８
年
７
月
開
始
。
平
日
21
時
以
降

は
原
則
終
了
し
、
約
11
時
間
の
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
確
保
。
管
理
職
は
夕

礼
に
お
い
て
、
時
間
内
に
業
務
を
終
え

る
た
め
に
、
仕
事
の
進
め
方
や
業
務
分

担
等
を
見
直
し
て
い
る
。

QAQA

ア
ン
ケ
ー
ト
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い

A ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

Q

民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

A 指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
は

Q

▲核廃絶と恒久平和を願って
（今年の非核・平和パネル展、東浦町役場）

▲住民ニーズを効果的に対応する為
「指定管理者制度」の導入を（案）
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

赤赤
あかがわあかがわ

川川　　操操
み さ えみ さ え

恵恵
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　宗宗
むねのりむねのり

則則
議員議員

既
存
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

担
任
等
が
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問

を
継
続
し
、
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。不

登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
か
伺
う
。

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
、
担
任

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
、
必
要
に
応

じ
て
学
習
面
や
心
理
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

愛
知
県
は
令
和
８
年
度
か
ら
校
内
外

の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
中
学

QAQAQ

生
を
対
象
に
、メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を

活
用
し
た「O

N
E STEP

み
ら
い
」を

開
始
。対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

生
徒
や
保
護
者
へ
ど
の
よ
う
に
情
報

提
供
を
行
っ
た
か
伺
う
。

担
任
等
が
電
話
連
絡
等
で
行
っ
た
。

現
時
点
で
は
利
用
を
希
望
す
る
生
徒
は

い
な
か
っ
た
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
改
善
を

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
被
害

の
状
況
把
握
と
対
策
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

散
乱
被
害
は
繫
殖
期
を
迎
え
る
４

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
増
加
。
生
ご
み

を
含
む
燃
え
る
ご
み
が
回
収
日
の
前
夜

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
、
散
乱
被
害
に

あ
う
可
能
性
が
高
く
な
る
。
対
策
と
し

て
、
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト
を
設
置
。

ネ
ッ
ト
で
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

正
し
い
方
法
で
利
用
す
れ
ば
、
有

効
な
対
策
と
考
え
る
。

AQAQA

名
古
屋
半
田
線
、
知
多
刈
谷
線
の

用
地
取
得
の
最
新
の
状
況
は
。

８
年
８
月
末
時
点
で
取
得
済
み
用

地
の
面
積
割
合
は
各
々
約
９
割
。

名
古
屋
半
田
線
の
８
年
度
に
着
手

す
る
工
事
内
容
は
。

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
実
施
の

た
め
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
お
よ
び

整
地
工
事
に
秋
ご
ろ
か
ら
着
手
予
定
。

８
年
度
の
工
事
着
手
に
あ
た
り
住

民
へ
の
説
明
、
周
知
は
。

試
掘
調
査
前
の
準
備
で
あ
り
、
緒

川
新
田
区
役
員
へ
工
事
概
要
等
を
説
明
、

当
該
区
域
内
に
回
覧
等
で
案
内
す
る
。

道
路
築
造
工
事
は
い
つ
か
ら
始
ま

る
の
か
。
住
民
説
明
会
の
開
催
は
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
の
結
果
等
を
踏

ま
え
て
判
断
す
る
。
工
事
着
手
前
に
住

民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

知
多
刈
谷
線
の
本
町
内
の
工
事
は

い
つ
始
ま
る
の
か
。住
民
説
明
会
は
。

QAQAQAQAQ

10
年
度
以
降
、
道
路
高
架
部
の
橋

脚
や
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
。
工
事
着

手
前
に
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

道
路
の
完
了
予
定
時
期
は
。

名
古
屋
半
田
線
が
11
年
度
末
、
知

多
刈
谷
線
が
12
年
度
末
と
公
表
。

災
害
発
生
時
の
長
期
停
電
へ
の
備
え

「
災
害
時
電
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

電
動
車
両
を
活
用
し
た
住
民
参
加

型
の
支
え
合
い
は
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
。

AQAQA

状
況
に
応
じ
取
り
組
ん
で
い
る

A 不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
は

Q

樹
木
の
伐
採
に
秋
ご
ろ
か
ら
着
手

A 名
古
屋
半
田
線
令
和

８
年
度
の
工
事
内
容

Q

▲「O
N

E STEP 

み
ら
い
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
出
典
：
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

▲名古屋半田線・知多刈谷線ルート図

◆名古屋半田線               
・延長：約2.4ｋｍ（東浦町：約1.2ｋｍ、阿久比町：約1.2

ｋｍ）、信号交差点４箇所設置
・幅員：22ｍ（４車線・中央分離帯あり）
◆知多刈谷線
・延長：約1.2ｋｍ（鉄道高架影響部：約0.4ｋｍ）
・幅員：一般部23ｍ（２車線）　※知多市境から名古屋半田

線区間高架部11ｍ（名鉄河和線道路高架）
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

山山
やましたやました

下下　　享享
きょうじきょうじ

司司
議員議員

久久
ひさまつひさまつ

松松　　純純
た だ した だ し

志志
議員議員

令
和
２
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の

東
浦
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
中
間
点
を
過
ぎ
、以
下
３
点
に

つ
い
て
現
状
と
今
後
の
展
開
と
課

題
を
検
証
。本
町
の
土
地
利
用
の
現

状
と
今
後
の
方
針
は
。

土
地
利
用
構
想
図
の
区
分
に
よ
り
、

工
業
検
討
地
・
新
産
業
地
・
既
存
工
業

地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
企
業
誘
致
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
計
画
的
に
基

盤
整
備
を
進
め
、
産
業
用
地
と
し
て
土

地
利
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
12
年
に
向
け
、
高
規
格
道
路
名
古
屋

三
河
道
路
が
愛
知
県
に
よ
る
都
市
計
画

決
定
に
向
け
た
手
続
き
に
合
わ
せ
、
本

町
も
道
路
整
備
を
見
据
え
町
内
の
都
市

計
画
道
路
網
の
見
直
し
や
、
土
地
利
用

の
検
討
を
進
め
る
。

QA

活
性
化
の
軸
と
な
る
道
路
整
備
の
現

状
と
12
年
度
に
向
け
た
展
開
は
。

幹
線
道
路
の
う
ち
、
現
在
、
都
市

計
画
道
路
知
多
刈
谷
線（
完
了
予
定
時

期
12
年
度
末
）・
緒
川
南
北
線（
暫
定
供

用
開
始
予
定
時
期
10
年
度
）・
藤
江
線

（
23
年
頃
の
開
通
の
目
標
）の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
整
備
に
向
け
て
は
依
然

と
し
て
様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
名
古
屋

三
河
道
路
の
影
響
を
踏
ま
え
た
上
で
各

都
市
計
画
道
路
の
必
要
性
や
整
備
効
果

を
見
極
め
る
こ
と
の
必
要
が
あ
る
。

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
は
。

持
続
可
能
で
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
を
維
持
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
自
動
運
転
技
術
を
搭
載
し
た
車

両
の
活
用
、
地
域
住
民
が
支
え
合
う
移

動
支
援
で
あ
る「
ウ
ラ
・
う
ら
ら
」と

い
っ
た
共
助
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
検

討
。
利
用
促
進
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
施
策
と
連
携
し
誰
で
も
使
い
や
す

い
公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
。

QAQA

県
外
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
①
等
の

利
用
に
保
護
者
の
経
済
的
負
担
が

伴
う
。
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
支
援
を
。

先
進
地
や
他
自
治
体
に
お
け
る
補

助
制
度
の
対
象
や
内
容
、
利
用
状
況
、

効
果
、
課
題
を
調
査
し
、
支
援
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い
く
。

本
町
の
民
間
施
設
で
は
ど
の
よ
う

な
種
類
の
施
設
が
い
く
つ
あ
る
の
か
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の「
ぽ
ぷ
り
」は

学
校
や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
で
、

不
登
校
児
童
生
徒
に
学
習
活
動
、
教
育

相
談
を
通
じ
社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と

を
目
指
す
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
オ
ル

QAQA

タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
②
の「
ほ
し
の

た
ね
」は
興
味
や
関
心
に
基
づ
い
た
柔

軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
、
児
童

生
徒
中
心
の
学
び
を
重
視
。
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
③
の「Subako.

」は
児
童
生
徒

の
居
場
所
、
交
流
の
場
と
し
て
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。

各
1
箇
所
づ
つ
。

名
古
屋
碧
南
線
の 

橋
梁
架
け
替
え
工
事

10
年
以
上
前
か
ら
計
画
の
緒
川
地

区
か
ら
刈
谷
市
へ
至
る
4
橋
の
緒

川
橋
・
境
川
橋
・
逢
妻
橋
・
市
原

橋
の
架
け
替
え
工
事
の
用
地
買
収

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

本
町
地
内
は
一
部
用
地
取
得
が
行

わ
れ
た
。
令
和
７
年
度
末
時
点
で
は
取

得
面
積
割
合
は
本
町
内
が
5
割
、
刈
谷

市
内
は
交
渉
を
進
め
て
い
く
状
況
で
、

全
体
で
約
1
割
。

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

建
物
や
設
備
の
移
転
先
の
確
保
や

移
転
時
期
の
調
整
が
課
題
で
あ
る
。

QAQA

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
検
討

A 都
市
基
盤
整
備
に

求
め
る
も
の
と
は

Q

支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く

A 不
登
校
児
童
生
徒
に

温
か
い
支
援
を

Q

①フリースクール…不登校の児童生徒が学習や体験活動を通して社会的自立を目指す居場所
②オルタナティブスクール…既存の学校とは異なる独自の教育理念やプログラムに基づき、個性を伸ばす学びの場
③フリースペース…児童生徒が、自分のペースで自由に過ごせる居場所、交流の場

語句
説明

▲東浦町都市計画マスタープラン

▲不登校に関する相談窓口等のパンフレット
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大大
おおかわおおかわ

川川　　　　晃晃
あきらあきら

議員議員

山山
や ま だや ま だ

田田　　眞眞
し ん ごし ん ご

悟悟
議員議員

副
首
都
法
は
歓
迎
で
き
る
も
の
か

ど
う
か
町
の
見
解
を
求
め
る
。

愛
知
県
が
先
頭
に
立
ち
、
県
内
市

町
村
が
連
携
・
協
力
し
て「
副
首
都
」実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
全
面
的
に
賛

同
す
る
。

町
長
の
政
策
指
針
を
問
う

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」を
問
う
。

総
合
戦
略
で
は
、「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
が
か
な
う
ま
ち
を
つ
く

る
」「
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
力
の
あ

る
ま
ち
を
つ
く
る
」「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」の
基

本
目
標
を
定
め
て
進
め
て
い
る
。

役
場
職
員
の
採
用
状
況

役
場
機
能
の
強
化
・
活
性
化
の
提

起
、
カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
、
県
へ
の

職
員
派
遣
の
実
態
、
子
育
て
部
分

休
暇
導
入
を
伺
う
。

愛
知
県
へ
の
派
遣
職
員
は
４
名
と

な
っ
て
い
る
。
子
育
て
部
分
休
暇
は
、

令
和
８
年
８
月
１
日
現
在
で
７
人
の
職

QAQAQA

員
が
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
！

稲
を
食
い
荒
ら
す
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
の
駆
除
と
コ
メ
収
穫
被
害
救
済

補
助
を
求
め
る
。

冬
期
に
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付

金
を
活
用
し
て
用
排
水
路
の「
泥
上
げ
」

を
行
う
。
越
冬
個
体
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
等
被
害
情
報
を
共
有
し
て
被
害
防
止

策
を
取
り
組
む
。

QA

被
害
届
の
提
出
し
た
件
数
は
。

令
和
７
年
度
が
３
件
。
８
年
８
月

末
現
在
で
５
件
。

こ
れ
ま
で
の
対
策
と
効
果
は
。

被
害
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
で
は
十

分
な
抑
止
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
支
援
は
。

東
浦
町
犯
罪
行
為
等
対
策
防
犯
カ

メ
ラ
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
１

カ
月
間
防
犯
カ
メ
ラ
を
無
償
で
貸
与
し

て
い
る
。

位
置
情
報
機
器
を
活
用
は
。

位
置
情
報
の
取
得
及
び
そ
の
利
用

に
は
、
法
的
な
整
理
を
要
す
る
面
も
あ

QAQAQAQA

る
こ
と
か
ら
、
実
証
の
可
否
や
実
施
方

法
に
つ
い
て
、
半
田
警
察
署
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

資
源
ご
み
等
持
ち
去
り
防
止
条
例

の
制
定
の
見
解
は
。

本
町
の
条
例
で「
町
長
の
指
定
す
る

事
業
者
以
外
の
者
は
、
資
源
ご
み
を
収

集
し
運
搬
し
て
は
な
ら
な
い
」と
定
め

て
い
る
が
、
罰
則
等
は
設
け
て
い
な
い
。

　
今
後
は
罰
則
規
定
の
整
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
先
行
自
治
体
の
事
例
や
そ

の
効
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
判
断
す
る
。

高
齢
者
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
金
事
業

成
果
検
証
と
支
援
対
象
の
拡
充
は
。

７
月
15
日
の
受
付
終
了
ま
で
に

７
８
９
件
の
申
請
が
あ
り
、当
初
想
定
し

て
い
た
執
行
残
高
約
８
５
０
万
円
を
大

き
く
上
回
っ
た
。

　
本
事
業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
く
、エ

ア
コ
ン
の
設
置
や
買
い
替
え
を
促
す
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
子
育
て
世
帯
を

は
じ
め
、多
世
代
へ
対
象
を
拡
大
す
る
こ

と
を
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

QAQA

オ
ー
ル
愛
知
の
精
神
で
取
り
組
む

A 副
首
都
法
は

歓
迎
で
き
る
も
の
か

Q

見
過
ご
せ
な
い
問
題
と
認
識

A ア
ル
ミ
缶
の

盗
難
被
害

Q

▲稲を食い荒らすジャンボタニシ
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　６月３日に開催され
た知多中部広域事務組
合議会臨時会を無断欠
席した大川晃議員に対
し、十分な説明責任を
果たしていないとして
謝罪等を求める問責決
議案が可決され、大川
議員が謝罪した。
※知多中部広域事務組

合議会議員の任期 
　令和７年５月14日から

傍聴された方にアンケート用紙を配付し、ご意見・
ご感想を聞きました。今定例会では32名に回答
いただきました。一部を要約して紹介します。

傍聴席の耳と目
傍聴された方にアンケート

一括質問と一括答
弁方式は聴く方が
疲れる。

質問と答弁が形式
的で本質的な理念
や政策の意図がよ
く分からない。

複数の議員で質問
が重複しており非
効率。議員間 で 質
問 を 共有 し、役割
分担できないか。

傍聴席から町当局
席が離れているので
誰が答弁しているの
か分かりにくい。

いただいたご意見・ご感想は、議会事務局だけでなく、議員と町
当局にも共有しております。ぜひ傍聴いただきアンケートにご
協力ください！次の定例会日程は裏表紙でご確認ください。

ぜひ傍聴いただきアンケートにご協力ください！

　町議会では、大規模災害発生時に被災地へ義援金を
贈っています。令和８年熊本地震におきましても、被
災地の早期復興を願い義援金（10万円）を熊本県に贈り
ました。
　甚大な被害を受けた皆様に、お見舞い申し上げると
ともに一日も早い復興を議員一同、心よりお祈りいた
します。

令和８年熊本地震被災地へ義援金を

制定の趣旨・経緯
地方自治法の改正により、議員個人が年間（一会計年
度）300万円以内で町との請負契約の締結が可能にな
りました。これを受けて、本町議会では透明性確保の
ため、請負の状況を公表することとしています。
令和7年度の請負報告はありませんでした。

「
大
川
　
晃
議
員

に
対
す
る
問
責
決
議
」

を
可
決

東浦町議会議員の
請負の状況の公表＼報告します／

8/25
㊋

第37回愛知県町村議会広報
研修会に参加しました！

５/31
㊐

東浦町消防団消防操法大会
に参加しました！

8/17
㊊

電子投票機の
デモ体験を
しました！

「東浦町の議会の議員及び長の選挙における電磁的記録式投票機を用いて
行う投票に関する条例」の制定に伴い、実際に端末を操作し利便性を確認し
ました。令和９年の町議会議員選挙と町長選挙から使用します。

議会
トピックス

G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き
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